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昭和八年中の邦文天文書一・細

水　　野　　千　　里

　例によって，昭和八年中に手にしましたところの，邦文天文書に註し短評

を試みませう．

　1．天文叩網典　由本一清，村上忠敬共著　￥2．50恒星杜刊

　本書は天文學一般用語及び各方面の術語，天膿，星座，天文憂，天文學者

其の他に關し内容的に解説を施されたものであります・元は，本誌に載った

『天文語彙』を塘補されたもので，山本博士が大都の方針を示され，最初は海

老恒治氏が執筆され，一時森川光郎理墨士が筆を執られたこともありますが，

最後に村上忠敬理學士がこの事業を受け綴がれるに及び，同氏の熱心と，博

識とが本書をして脱稿されたものであります．本邦では無論，外車でも天文

艶事の出典は珍らしいものであります．素人も玄人も，聴くも天文を口にす

るものには必要訣くべからざる良書であります．

2・少年少女科洗雪本天女の巻　原田三夫著　￥0・90吉岡書房登行

　少年少女の爲めに，原田理學士が執筆されたもの，星の見かた，星とは何

か，星の動きかた，星の激と大さと種類，四季の星，天の河に就v・て述べら

れて居ます．太陽系に催するものは巻を改めて出版されるさうであります．

5・出撃校数科書に現れたる天女激材解説　水野千里著　、’0・30

　　東亜天文協會岡山支部登行

　愚慮校教科書中白紙，地理，理科書にある天文教材を解説したもので，緒

言，第一章太陽系，第こ二章：天球，斧三章恒星，第四章星座と星の名，第五章

天文憂，結言，附録には天文學滲考書を掲げてあります．小學校教員各位の

参考書，家庭に於いては父兄の滲考書となり，叉天文の入門書ともなります．

4・地球物理學　寺田寅彦，坪井忠二共著　1’e・8e　岩波書店雪行

　寺田博士の名著L地球物理tge　一iを層訂されたもの，地球物理學者よりは寧ろ

共の專門以外の學徒並に一般好學の讃者の爲めに地球物理學といふものに關
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する大艦の概念を提供し，又この學に封ずる興味を喚起するの目的を以て書

かれたものであります．本書は岩波書店創業20年の記念出版岩波全書の一一一sil

であります．天文學に呈するものでは，宇宙，天艦物理学1，II，小惑星，重

力，潮汐，時計等が出版されます．

5．　流星と阻石　神田清著　￥0・30　三省堂登行

　僅か117頁の小冊子でありますが，流星観測者の必讃すべき好著で，流星に

旧きを置き，限石の概要を述べてあります．

6．暦法及時法　乎山清次著　￥1・80恒星就登行

　Zド山博二：ヒの天文月報で獲表された論文を主とし，これに共の他の論文を併

せてなったもので，各種の暦，暦法改良案の分類及び評論，週について，日

本に行はれたる時刻法，月と時，常用時の改良に就いて・夏時法の現在・二

十四時通等法，附録三篇からなって居ます．共の道：の灌威者の筆になったも

のであるから是非一下されんことを奨めます．

7．　星座行脚　小森幸正著　YO・50　新光而：螢行

　昨年科翠柳報の附録として出版されたものを更に輩行本とされたもの，星

座の大要を知るのによろしい．

8．　星座神話　野尻抱影著　｝’2・OO　研究杜登行

　悔月の星座を神話を主として述べ，遊星紳話と月の聯話をも併せてありま

す，星座の本は澤山ありますが，本書位立派な押書が多くあるのはありませ

ん．この書を見る穿けでもよろしい．88の挿書中には世界各國の美術館にあ

るものが大部分で，　よくもこれ丈け蒐集されたものかと，感服の外はあe）ま

せん．

9・力旧史傳　福本正人著　￥2・50恒星批登行

　力學に關する有名な五十七人の列傳であって，天文墨者が多く含まれて居

ます．邦文科學者の岬町や，天文肇史二三ないでもありませんが，本書の如

く，紀元前五世紀から今日迄の下墨者を順次に列記したものは少くあわます・

10・　大発丁丁贈位三略傳　大分縣知事官房編纂　￥3・00　警眼就登行

　昭和八年七月三日大分縣知事田口易文閣下に，大分縣東今東郡富永村に三

浦晋とV・ふ天文學者がありましたことを承り，古本屋を探し本書を購求した
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－rv一一一一一一一のであります・三浦晋字は安貞といひ梅園と號し・叉攣山，仔山・二子山人，

洞仙，東川居士・無事齋主人等の別丁があります・組先は相州三浦郡の人で・

世々源家の士でありました・租父を義房といひ・晩年髪を剃り轍山と號し始

めて醤を業としました・其の予儀一は虎角と號し，父の業を縫ぎ，矢野氏を

要り，安貞を生みました．時は享保八年八月二日でありました．寛政元年三

月十四日永眠されましたが六十有罪でした．安貞生れて頴異，幼時から成人

の如く，客止群童と違って居ました・幼時猫學．十六歳で藩の儒員綾部綱齋

に就いて教へを受け，二十三蕨の時長崎に遊び海外の新事物に接しました．

安貞年少の時から，宇宙萬有の現象に疑ひを懐き，年弱冠の時漢繹の西洋星

書を得て大に喜びましたが，之れに満足しませす，晴二尉夜天室を仰いで星

宿斗象の運行に注恐して，刻苦研鐙致し，自ら一種の天球儀を製作し，途に

進んで一道の條理天地の闇に存することを獲見しました．

　寳暦三年，年三十一の時自己の研究せし天地闇の妙理を著さんと志し，L玄

語「と名付け，暦年二十三，換稿二十三回を重ねまして，安永四年に至り初め

て大成しました・L贅語■はし玄語「の補意とも謂ふべきもので，L敢語「は立贅

二語の饒論でありまして，i聖賢の道を論じ，折衷するに條理學を以てしたも

のであります．これを安貞の三語とV・ひます．

　L玄語コは例旨，本四，三二二部，天冊立部，地下渡部，地冊下部，小冊入

部，小滞物部以上八巻二十八篇十瞭萬言からなり，L贅語一1は十四巻七十篇，

L口語■は全一巻九篇から成って居ます．

　忠、孝の大義を以って二四の根本とし，藩治の政策を建言し，文は達意を主

としました．

　明治四十五年二月二十六日從四位を贈られました．これ文化風教の爲めに

貢献したからであります．

11・其の他　天女年鑑理科年表　が例年の通り爽刊され，日本天三門會要報

第六號と第七號とが公にされ，科目回報，子供の三下科學の日本　三雑誌の九

月號は天文特輯號でありました．（昭和九年二月十八B）


